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（お子さんが大人になったとき、社会で活躍できるヒントがいっぱい） 

 

まずは聞くこと、できていますか？ 
 

人間には耳が二つあり、口が一つしかありません。ですが、多くの人は耳より口の方が良く動

きます。つまり、人の話を聞くよりも、自分が話すことの方が熱心になってしまうのです。 

 

大切なのは「話すよりも聞く」ことです。バランスとしては、3分の 2は話を聞くことに注力

するのが良いとされています。 

 

特に子どもは人の話を聞かず、自分の話したいことを話しがちです。しかし、自分の話を聞い

て欲しければ、まず相手の話をよく聞くようにしなければなりません。（これは大人の社会でも同

じですよね） 

 

さて、ご家庭では子どもの話を聞くのが 3分の 2を占めていますか？ 

 

子どもの話に耳を傾けず、「なんでそんなこともできないの？」「こうした方がいいでしょ」「早

く○○してよ～」と一方的に話していないでしょうか？ 

 

子どもの話すことは 100％本心かどうかはわかりませんし、言い訳やウソが含まれることもあ

るでしょう。しかし、それも含めて話をしっかり聞いてあげる、そして信じてあげることが重要

です。信じてもらえれば、自分は大切にされていると感じ、大人を信頼するようになります。 

 

たまに、 

「うちは親が忙しいから話す時間がない」 

「どうせ何を言っても、信じてもらえへん（聞いてもらえへん）」 

 

と口にする子がいます。その反動でか、塾で話したいことをマシンガンのようにずーっと話し

てくる子もいます。（「おうちで話したいけど聞いてもらえないから、ここで話しているのかな

～？」と思いながら、授業に支障のない範囲で話を聞くようにしていますが） 

 

もし『うちの子は、自分のことを話そうとしません』とお考えの方は、そのような状況を親が

作っていないかどうかを一度考えてみてください。こどもは親が大好きですし、本来は学校であ

ったことなどをたくさん話したいのです。そうすることが精神的安定にもつながり、ひいては成

績向上にも繋がります。 

 

我が子に言うことを聞かせたいなら、まず我が子の話を聞くことから始めてみませんか。 



 


